
（文月の由来は七月七日七夕に詩歌を献じたり、 

書道の上達を祈った事からきていると言われています。） 

ふるさとの風 
～文月～ 

 

 

 

河辺里
か わ べ の さ と

夏 －伊勢新名所歌合― 

四十一番 河辺里・夏  

  左           定忠 

浪をやく河辺の蛍夕暗の 

ふくれば出づる月にけたれぬ 

  右           尚良 

すむ人やくるれば窓に集むらん     

 河辺の里に飛ぶ蛍かな 

 

永仁三年（1295 年）のころ、伊勢神宮の五十鈴川の河畔に隠棲していた、一人の老僧

の発願によって作られたのが、伊勢新名所歌合です。 

当時伊勢の名勝地として次の十ヶ所が選ばれました。 

桜木里
さくらぎのさと

（春）・泉水
しみずの

杜
もり

（夏）・岩波里
いわなみのさと

（秋）・打越
うちこしの

浜
はま

（冬） 

藤波里
ふじなみのさと

（春）・河辺里
かわべのさと

（夏）・岡本里（秋）・関河（冬）・三津
み つ の

湊
みなと

（恋）・大沼
おおぬの

橋
はし

 

そしてこれを歌題として神宮の神主や僧侶たちが、歌合を催すことを企図し、十六名

が左右にわかれ、それぞれ八番ずつその優劣を競いました。 

左の方人
かたうど

は、神祇権
じんぎごんの

大副
おおいすけ

大中
おおなか

臣
とみの

朝
あ

臣
そん

定忠
さだただ

以下八人。 

対する右の方人は、大神宮一
いちの

禰宜
ね ぎ

荒木田
あらきだの

神主
かんぬし

尚
ひさ

良
よし

以下八人。 

判者は、前権
さきのごん

大納言
だいなごん

冷泉為世、執筆者は冷泉為相、絵は藤原隆相と伝えられています。 

 

夏のほの暗い夕暮れ 真菰
ま こ も

の生い茂る川辺には蛍が飛び交い水面には鸊鷉
かいつぶり

の姿も見

えている風景。 

当時、河辺里に伊勢神宮大宮司として君臨していた大中臣長則の館とその付近を描

いたものです。 
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